
2026年度 国際交流基金賞 受賞記念講演会
The Japan Foundation Awards 2026 Commemorative Lecture

ユディツィウム出版社 Iudicium Publishing GmbH

ラテン語で「判断力」を意味する社名が示すとおり、ユディツィウム出版社は出版活動を通じた知の探究と
異文化交流の促進を使命としています。急速に変化する出版市場が直面する課題やAIが学術出版に
及ぼす影響、そして国際交流基金賞受賞の意義について、ユディツィウム出版社の代表取締役の
エメー・ドルニエ氏が考察するとともに、同社のこれまでの歩みを紹介します。
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主催　独立行政法人 国際交流基金（JF）

※講演会の様子を写真・動画で撮影し、国際交流基金ウェブサイトや公式SNS等にて公開する場合がございます。また、報道機関による取材・撮影が行われる場合があり、その内容
が各種メディアに掲載・放映される場合がございます。以上の場合において会場内のお客さまが映り込む可能性がありますので、予めご了承ください。

申込締切

定員

会場

2026年10月20日（火）
お申し込みは先着順とさせていただきます。定員に達し次第、受付を終了します。

開場13:45　時間14:15-15:45

国際交流基金 ロビーけやき（四ツ谷）会場アクセスは裏面をご覧ください。

言語 ドイツ語（日本語への逐次通訳付き）

登壇 エメー・マリー・ドルニエ氏（ユディツィウム出版社 代表取締役）

40名（先着順）

2026年10月23日（金）参加費
無料

『和独大辞典』 ©Iudicium Verlag

事前にウェブページからお申し込みください。二次元コードからもお申し込みいただけます。
URL: https://dx-mice.jp/EZEntry/26jpf2/Entry

参加申込



2026年度 国際交流基金賞 受賞記念講演会
The Japan Foundation Awards 2026 Commemorative Lecture

国際交流基金（JF）は、学術、芸術、その他の文化活動を通じて、国際相互理解の増進や国際友好親善の促進に特に顕著な貢献が
あり、引き続き活躍が期待される個人または団体に対し、「国際交流基金賞」を授賞しています。
1973年に創設され、53回目の授賞となる本年度は、内外各界の有識者および一般公募により86件の推薦があり、有識者による選考
委員会の審査を経て、公益財団法人福武財団 名誉理事長の福武總一郎氏、建築設計事務所のSANAA、ドイツのユディツィウム出版
社の3者と決定しました。
この受賞を記念し、ユディツィウム出版社による講演会を開催します。今後、国際交流活動を志す方々の参考になることを願い、ユディ
ツィウム出版社のこれまでの活動についてご紹介いただきます。皆様のご参加をお待ちしております。

国際交流基金は、「日本の友人をふやし、世界との絆をはぐくむ。」をミッションに、「文化芸術交流」
「日本語教育」「日本研究・国際対話」を推進する独立行政法人です。25か国・26の海外事務所と、
国内の附属機関・支部を足がかりに、世界各国の在外公館、日本語教育機関や文化交流機関等と
緊密に連携をとりながら、グローバルに活動を展開しています。

2026年度受賞記念講演会ウェブページ URL: https://www.jpf.go.jp/j/about/award/archive/2026/lecture.html

2026年度受賞　ユディツィウム出版社

国際交流基金(The Japan Foundation, JF)

2026年度国際交流基金賞 受賞記念講演会事務局（株式会社サンケイ会館内）
Tel : 03-3516-7813　Mail : jpf@sankeibldg.co.jpお問い合わせ

福武總一郎氏、SANAAの受賞記念講演会の詳細は、ウェブページよりご覧ください。

ユディツィウム出版社は、ドイツ・ミュンヘンを拠点とする人文学・社会科学の専門出版社で
ある。1983年の設立以来40年余にわたり日本研究、東アジア研究、ドイツ文学、独語教育
等の分野において、東アジアとドイツ語圏、特に日独間の学術交流を牽引し、幅広く翻訳文学
や研究書、辞書、学術誌を多数出版してドイツ語圏における東アジア研究のプラットフォーム
として持続的に研究と文化理解をサポートしてきた功績は高く評価される。特に四半世紀を
かけて編纂・出版に携わった大著『和独大辞典』や、ドイツ語による数多の日本研究に加え、
日本のドイツ研究者の研究書や学術誌、シンポジウム記録などの出版のいずれにおいても
質の高い出版物を上梓し続け、国際的な文化学術交流に貢献してきた。

■授賞理由

受賞記念講演会 登壇者

ミュンヘンのルートヴィヒ・マクシミリアン大学で日
本学、哲学、美術史を学び、中世日本文学、仏教、
日本哲学を中心に研究。2002年よりユディツィウム
出版社で勤務し、広告、広報、ライセンス業務を
担当。2016年には、創業者から同社を事業承継
した。日本研究や東アジア研究に関する学術出版
を通じて日独間の知的・文化交流を推進している。

■エメー・マリー・ドルニエ氏
　（ユディツィウム出版社 代表取締役）

ベルリンジャパン・マーケットでの書籍紹介　©Sabine Sommerkamp

国際交流基金 ロビーけやき
東京都新宿区四谷1-6-4 四谷クルーセ1階（コモレ四谷内）

JR中央線・中央総武線「四ツ谷駅」四ツ谷口 徒歩3分
東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ツ谷駅」3番出口 徒歩3分

講演会 会場アクセス

Hefte für Ostasiatische Literatur
（Journal of East Asian Literature/東アジア文学誌）

©Iudicium Verlag

国際交流基金ウェブページはこちら
https://www.jpf.go.jp/


